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 稿者は以前勤務していた日本語学校の卒業生から、大学教育に対して満足している点と

不満な点を聞く機会があった。彼らの意見を聞いたことにより、日本語学校で行われてい

る大学進学のための日本語教育が、大学での学習の際にどの程度役立っているのか、日本

語学校から大学に進学した留学生の中で、大学という新しい学習環境に適応できる留学生

と、そうでない留学生との違いは何なのかという疑問を抱くようになった。日本語学校は

大学に進学する留学生の橋渡しの機関としての機能が十分ではなく、大学の学習で必要に

なるアカデミック・ジャパニーズ(以下 AJ)を適切に身に付けることができないことが原因

の 1 つになっているのではないかと考えた。これが本研究のきっかけとなった。 

 本研究では、日本語学校から大学に進学した留学生を対象にインタビューを行い、留学

生が日本語学校と大学の 2 つの異なるコミュニティでの学びを通して身につけた留学生の

アカデミック・ジャパニーズ(以下 AJ) 能力を調査する。1)留学生にとって日本語学校か

ら大学へと所属するコミュニティを移動した際に、日本語学校で獲得した AJ 能力が大学

の講義でうまく活用されているか。2) 留学生自身や日本語学校が直面している AJ 上の課

題は何か。3) AJ 能力を身につける際の日本語学校コミュニティが抱える問題点と改善点

は何か。考察結果から、留学生自身に直面している AJ 上の課題について検討した。 

 本研究においての作業枠組みとしては、Lave and Wenger (1991)の実践共同体の概念を

援用し、日本語学校や大学での学びを実践コミュニティとして捉える。そのコミュニティ

分析の枠組みとして、Breen(2001)の 4 層モデルを援用し、その 4 層目の「コミュニティ

への参加とアイデンティティ」の中の、「以前所属していたコミュニティ」を「日本語学校

コミュニティ」、「現在所属しているコミュニティ」を「大学コミュニティ」とした。その

枠組みの中に、堀井(2003)及び、門倉(2006)が述べている AJ の 3 要素を参考にし、独自

の作業枠組みを設定した。各コミュニティ内でどのような学びが行われ AJ 能力が形成さ

れたのかを、上記で述べた AJ 能力の視点を用いて分析・考察を行った。 

 考察の結果、次の点が明らかになった。 

 1)今回の調査対象者は日本語学校での学習を通して、基本的な日本語能力だけでなく、

文章の概要を早く正確に把握する能力、論理的な文章を作成する能力等、大学で必要な AJ

能力が部分的ではあるものの身に付いており、それらの能力は大学での学習に役立てられ

ている。特に小論文の練習や他者との議論のような産出型の日本語での活動に慣れること

により、自分の考えを表現することが重視される傾向がある大学での学習活動に移行しや

すいことが明らかになった。さらに、日本語学校で覚えた社会的な知識は、大学の学習活

動で発信を行う際に有効であり、大学で通用する AJ 能力の助けになっていることが明ら

かになった。 

 2)日本語学校によっては日本留学試験の対策を重視するあまり、受容型の授業に比重が

置かれ、産出型の授業がほとんど行われていない学校も存在し、産出型の AJ 能力の身に

付ける機会を毀損している留学生もいることが明らかになった。しかし、試験対策の学習

自体は AJ 能力の習得にも影響を与えており、大学の学習において役に立つ面もあること

から、日本語学校の学習で受容型と産出型の練習のバランス及び、適切に連動されている

ことが AJ 能力形成の際の重要な鍵と言える。 

 3)日本語学校では、時間的な制約や多様な学習者が存在するため、大学に必要な AJ 能

力をすべてカバーするのは不可能である。しかし、読解や議論を通して論理的かつ批判的
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な思考力を養う訓練をすることにより、日本語学校で学んだ限定的な AJ 能力を大学で学

ぶ AJ 能力に応用しやすくなると言えるだろう。日本語学校では教師が主導的に授業を行

うため、大学教育と比較すると留学生自身が授業内で自主的に活動する機会は少ない。今

後は日本語学校で、細川(2007)が言及した「学習者主体」型の授業活動の機会を増やし、

学習者相互の向学心を刺激すれば、より高次の AJ 能力の習得が可能な実践共同体になれ

るであろう。そして、留学生自身が活動を通して自分で考え、自主的に学んでいくことは、

三宅(2006)が述べた「ことばの教育」にもつながるだろう。 

 今回の調査では、調査対象者の人数が少なく、その属性も限定されていたため、AJ 能

力の形成や日本語学校の問題点についての結果は一部分にすぎない。今後は、非漢字圏の

留学生を対象に同様の調査を行うとともに、留学生と日本人学生の AJ の形成と課題の比

較を行うことも視野に入れ、この研究内容を深めていきたいと考える。 
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